
         

      

       

     

６
月
２
１
日
（
土
）
、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
土
橋

み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明
会
長
）
ふ
れ
あ
い
部
会
（
西
本
千
三
部

長
）
主
催
の
「
第
３
１
回
土
橋
ほ
た
る
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
域
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
、
田
井
義
明
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
土
橋

う
ま
い
も
の
バ
ザ
ー
、
牛
車
に
乗
っ
て
の
ホ
タ
ル
観
賞
な
ど
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
は
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ 

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
の

ダ
ン
ス
を
始
め
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
、
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ー
Ｂ
ｙ
ｅ
Ｄ
ａ
ｙ

ｓ
・
夢
咲
Ｋ
ｅ
ｙ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 牛

車
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
は
、
中
組
公
会
堂
前
を
発
着
点
に
生
息

地
ま
で
の
約
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し
た
。
雨
あ
が
り
で
、

例
年
よ
り
多
く
の
幻
想
的
に
舞
う
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

         

草
間
台 

Ｇ 

Ｇ
愛
好
会 

大
会 

６
月
１
２
日
（
木
）
、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
定
例
の
６
月
大
会
が
１

日
順
延
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
空
を
吹
き
飛

ば
す
好
プ
レ
ー
続
出
の
３
ラ
ウ
ン
ド
の
競
技
を

通
じ
て
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

【
男
子
の
部
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
藤
原
健
雄 

６
０
打   

②
杉 

基  
 

③
福
水 

真 

④
長
田
桂
治 

 
 
 
 
  

⑤
野
手
征
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
女
子
の
部
】 

①
藤
井
シ
ゲ
ノ 

６
１
打 

②
西
村
宮
子 

③
藤
波
英
子  

④
数
原
ユ
リ
子   

⑤
笹
田
冨
子 

 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】 

・
数
原
ユ
リ
子 

・
杉 

基 

・
赤
木
紘
一 

 

・
藤
井
シ
ゲ
ノ 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１
５
㍍
】 

・
笹
田 

彰 
 

・
数
原
ユ
リ
子 

・
福
水 

真 
・
笹
田
冨
子 

・
藤
波
英
子 

 

・
大
月
哲
夫 

・
西
村
宮
子 

・
坂
本
軍
治 

 

・
長
田
桂
治 

 

お
知
ら
せ
・ご
案
内 

 

※
７
月
２
７
日(

日)

に
草
間
も
も
直
売
ま
つ
り
２
０
２
５
（
夏
の
草
間
台 

特
産
品
フ
ェ
ア2025

）
が
、
土 

橋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
９
時
か
ら
１
４
時
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
桃
を
中
心
に
草
間
台
の
夏
の
味 

覚
を
求
め
て
ふ
る
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
７
月
２
４
日(

木)

に
開
催
予
定
の
公
民
館
主
催
ス
マ
ホ
教
室
で
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
研
修
講
師
を 

派
遣
い
た
だ
き
ス
マ
ホ
利
用
の
基
礎
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
等
に
つ
い
て
ス
マ
ホ
初
心
者
・
高
齢
者

の
方
が
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

※
７
月
３
０
日(

木)

に
公
民
館
主
催
「
わ
く
わ
く
も
の
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な 

く
、
大
人
も
一
緒
に
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
：
草
間
市
民
セ
ン
タ
ー 

７
４-

９
０
０
１ 

ふ
れ
あ
い
花
壇
花
植
え
さ
つ
ま
芋
苗
植
え
・

 

土
橋
み
ら
い
の
会
は
、
６
月
７
日(

土)

に
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
に

近
い
県
道
北
房
井
倉
哲
西
線
の
ふ
れ
あ
い
花
壇
に
ふ
れ
あ
い
部
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
新
見
公
立
大
学
の
集
落
研
究
学
生
と
一
緒

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
、
コ
キ
ア
、
百
日
草
、
ヒ

マ
ワ
リ
を
植
え
る
作
業
で
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。
花
壇
は
、
県
道
を

行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も
よ
く
見
え
、
と
て
も
綺
麗
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
日
は
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
、
近
隣
の
別
の
畑
に
甘

く
て
美
味
し
い
紅
あ
ず
ま
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
２
５
０
本
を
植
え
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
住
民
と
大
学
生
の
よ
き
交
流
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。 
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俳
句 

 

競
ひ
て
は 

村
を
包
み
し 

若
葉
か
な 

                    
 
  

  
  

  
  

橋
本
八
重
子 

  

晩
年
の 

紺
の
し
た
た
る 

茄
子
の
花 

 
  

                    
 
  

  
  

  
  

長
田
保
子 

 

川
柳 

題
「
知
」「
真
」 

  
 

 

温
う
な
り
知
人
に
会
え
る
散
歩
道 

 

生
も
の
も
真
空
保
存
出
来
る
世
に 

                   
 

 
 

 
      

小
川
久
子 

足
る
を
知
る
境
地
に
遠
い
我
が
心 

 

備
蓄
米
真
っ
先
目
指
し
徹
夜
組 

                    
         

   

笹
田 

彰 
 

知
ら
ぬ
が
仏
そ
れ
も
よ
き
か
な
マ
イ
ペ
ー
ス 

 

真
っ
白
な
朝
を
感
謝
の
深
呼
吸 

                                 

田
井
芳
枝 

 

知
ら
ぬ
事
沢
山
あ
っ
て
道
半
ば 

 

心
が
け
真
実
を
見
る
余
白
か
な 

                   
          

   

福
嶋
輝
代 

知
見
こ
そ
フ
ェ
イ
ク
デ
マ
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

小
泉
さ
ん
今
こ
そ
真
価
の
見
せ
ど
こ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

中
村
公
人 

 

短
歌 

 
 

百
花
に
は
百
花
の
か
な
し
み 

沙
羅
の
木
の
下
闇
ゆ
ふ
べ
白
み
て
を
り
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

滑 
 

都 

毎
日
の
テ
レ
ビ
賑
わ
す 

野
球
人 

大
谷
選
手
は
異
次
元
の
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

 

長
岡
愛
子 

死
の
前
の 

望
郷
の
念 

い
か
な
ら
む 

護
国
神
社
の 

前
に
涙
す 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

杉 

秀
樹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朝
日
射
す 

電
車
の
中
の 

若
き
ら
は 

 
 

 
 

ス
マ
ホ
片
手
に 

皆
寡
黙
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

  
 

 

西
山
富
美
子 

   

草
間
公
民
館
を
活
用
く
だ
さ
い
！ 

定
期
利
用
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

草
間
公
民
館
は
、
住
民
の
身
近
な
学

習
・
交
流
の
場
・
地
域
間
相
互
の
連
携
の

場
と
し
て
、
公
民
館
主
催
の
活
動
以
外
で

広
く
地
域
住
民
の
方
に
施
設
を
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

各
種
の
活
動
・
学
習
に
使
用
可
能
な
部

屋
と
し
て 

〔
本
館
（
旧
草
間
中
学
校
）
〕 

会
議
室
・
図
工
室
・
研
修
室
２
、
体
育
館 

〔
別
館
（
旧
草
間
公
民
館
）
〕 

ホ
ー
ル
・
研
修
室
・
和
室
・
調
理
室 

が
貸
出
可
能
で
す
。 

現
在
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
あ
す
な
ろ

会
）、
ち
ぎ
り
絵
（
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
）、

大
正
琴
（
な
で
し
こ
の
会
）、
習
字
（
習
字

同
好
会
）、
バ
ス
ケ
等
（
消
防
団
東
部
分

団
Ｓ
Ｃ
）
等
は
、
定
期
の
利
用
を
さ
れ
て

い
ま
す
。 

休
日
祝
日
・
夜
間
の
利
用
も
可
能
で
す

の
で
、
気
軽
に
個
人
・
団
体
で
の
学
習
・

諸
活
動
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 


